
伝統芸能 
11月2日(木)の山幼稚園･山小学校･

山中学校合同学習発表会に向けて，今

年も伝統芸能(三味線の演奏)学習に

取り組んでいます。内藤先生(音楽科)

の御指導のもと，先生方も加わって練

習に励んでいます。学習発表会当日に

演奏・発表します。地域の皆様方も生

徒の努力の成果をぜひ御覧ください。 

 

山幼稚園・小学校・中学校合同学習発表会 

実施日時  11月２日（木）9:00～11:45 

会  場   山小学校体育館   

 
 

 

 

 

 

徳之島町立山中学校学校だより令和５年１０月２６日 

 

 

 

 

 

  

                                                           

 

 

 

  

                            

    

 

 

 

 

    

      

   

    

 

 

   

 

  
書物を前に本当に優しく穏やかで，幸せな笑みをたたえています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

            

 

       

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

Shine【少人数の良さを生かす。生徒がきらり輝く教育】 

Area 【地域の人や自然を生かす。地域に根ざした学校】 

Never give up 【ひたむきに努力する教師と生徒】 

＜１１月の主な行事＞ 
 

１１月 １日（水）～７日（火）  

地域が育む「かごしまの教育」 

県民週間 （フリー参観） 

１１月 ２日（木） 山幼稚園，山小学校，山中学校 

          合同学習発表会（山小学校体育館） 

１１月 ６日（月） 後期生徒会スタート 

１１月 ８日（水）・９日（木） ３年実力テスト 

１１月 ９日（木） 山の幸学習(植え付け) 

１１月１１日（土） 土曜授業 

(陶芸教室：兼家庭教育学級) 

１１月１４日（火） 山の幸学習(防風，防鳥，防虫ﾈｯﾄ) 

１１月１６日（木） ハイビスカス号来校 

１１月１９日（日） オープンウォータースイミング 

１１月２１日（火）・２２日（水）・２４日（金） 

２学期末テスト 

１１月３０日（木） 幼・小・中合同持久走大会試走 

 

 

 

 

 ９月２６日(火)の６校時から，本校の特色ある教育の一つである， 

「山の幸学習」がスタートしました。 

今年度は，地域で農業を営んでおられる 松 康博 さんに御指導 

と御協力をいただき実施しております。 

今年も，ジャガイモ，ダイコン，ニンジン，ブロッコリー，キ 

ャベツを種から育て，２月の収穫祭（調理実習）まで，約５ヶ月 

間取り組んでいきます。師弟同行の活動を通して，勤労の貴さ， 

農業の素晴らしさ等，食育について多くのことを学んでいきます。 

山の幸学習スタート 

がん教育 

 ９月２９日(金)の５校時，オンラインで「がん教育」を実施 

しました。講師を，NPO法人がんサポートセンターの泊さんに 

お願いしました。現在，屋久島在住の泊さんは，４２才の頃に 

甲状腺がんが見つかり，手術後に１年間の治療を経て，現在も 

投薬による治療を継続されています。 

講演の中で，本校生徒へ「人を励ましたり，元気づけられる 

言葉をかけられる人になってほしい」，「周囲の人を大切にし 

てほしい」，「自分自身に優しい声をかけ，自分も人も大切に 

できる存在になってほしい」という言葉をいただきました。 

今回の学習を通して，「自他の生命の尊重」，「自己肯定感 

の重要性」等について，深く考える機会となりました。 

 
二宮金次郎像に思うこと 

 

校 長 廣瀨 孝一  

  

 10月22日（日），幼・小・中「合同学習発表会」に向けたＰＴＡ奉仕作業が，山小学校で行われま
した。おいそがしい中，御協力いただいた保護者，地域の皆様に心から感謝申し上げます。 
 
 作業後，私は校舎前に建立されている「二宮金次郎像」に見とれていました。薪を背負い，書物を
読みながら歩く，あの姿です。お顔が何とも優しく，仏様のような素敵な表情をされています。像の
裏に回ると，寄贈が「昭和十八年」とありました。 
 この年の前後には，政府から「金属類回収令」が制定されており，全国の小学校に設置されていた
金属製の「二宮金次郎像」も供出の対象とされていたようです。 
私が卒業した小学校には設置されていなかったので，もしかすると供出したままになっていたのか

もしれません。明確には分かりませんが，山小学校の像も供出の対象となり，心を痛めた優しい寄贈
者の方により，代わりの石像が設置されたのではないかと思いました（詳しい方は，ぜひ経緯をお教
えください。）。いずれにせよ，改めて先の戦争の影響や，これまで大切にされてきた山小学校や地
域の方々の思いに心を寄せる時間となりました。 
 そもそも二宮金次郎とは，どのような方であったのでしょうか。私自身は，「働きながら一生懸命
に勉強して，何かしらやり遂げた人」程度の認識しかありませんでした。財政難に苦しむ藩や貧困に
苦しむ多くの農村を救済したと具体的に知ったのは，教職に就いてからでした。 
 二宮金次郎は，諱（いみな）が尊徳と言い（※西郷吉之助の諱が「隆盛」と言えば，分かりやすい
でしょうか。），江戸時代後期の天明７年(1787年)に現在の神奈川県小田原市に生まれ，安政３年(
1856年)に70歳で亡くなっています。尊徳の財政再建や農村復興を支えるものとして，「報徳思想」と
いうものがあったそうです。 
「報徳思想」とは， 

□至誠（しせい） … 「第一に誠実であること」を基本として， 
□勤労（きんろう） … 「社会に役立つ成果を考えながら，誠実に行動する」 
□分度（ぶんど） … 「誠実に行動することにより，無駄のない生活を選ぶ」 
□推譲（すいじょう） … 「『至誠・勤労・分度』の結果で得た余剰分は，家族・ 

子孫・社会にも役立てる」 
というものだそうです。 
また尊徳は，「本は読むだけではなく，実践に生かさなければ意味を持た 

ない。」ということも説いています。 
これらの考えは，大河ドラマにもなった渋沢栄一やPanasonic創業者の松下幸之助，京セラ創業者

の稲盛和夫など，多くの人にも影響を与えたと言われています。教えが深すぎるため，要約は私なり
のものですが，徳之島教育の基盤「ヤンキチシキバン」にも通ずるものがあるとも思います。 
最近は，老朽化や安全面への配慮から，像の撤去や座像姿に代える動きが全国的にあるようです。

その中にあり，今も間近で像に接することができる山小学校は貴重であると言えます。 
 
山小学校の金次郎像は，書物を前に本当に優しく穏やかな笑みをたたえています。この「学ぶこと」

や「学べること」の「喜び」・「楽しさ」を伝える姿は，今も大きな意味があると私は思います。  
11月1日(水)からは「地域が育む『かごしまの教育』県民週間」が始まります。11月２日(木)には，山小

学校において幼・小・中合同の「学習発表会」が開催されます。子どもたちの学びの成果を，ぜひ御覧く
ださい。そして山校区の子どもたちを見守ってきた「二宮金次郎像」にも，会われてみてはいかがで
しょうか。大人になった皆さんの姿を，金次郎さんもきっと喜ばれると思います。 

二宮 尊徳 


